
（参考資料）ＡＩ活用試行工事  全体の流れ 

受注者   発注者 
       

   設計書作成（予定価格5百万を超える） 

特記仕様書に「ＡＩ活用試行工事」の項目を追加 

  （予定価格5百万を超える） 

入札公告に、「ＡＩ活用試行工事」の項目を追加 

       

入札･契約 
       

【「ＡＩ活用試行工事」に取り組む場合】 

電子申請システムで「計画書」を作成    （記入例➀） 

電子申請システムの【ＰＤＦファイル保存】を必ず実行 

   

 

 

 

   

    

（総合）施工計画書に「計画書」を添付して工事監督員に提出 

 

 ※必要に応じて、再提出可能 

  （創意工夫の評定者である）総括（主任）監督員は、施工計画書に添付されている「計画書」の内容を

見て、提案内容が実施された場合に施行成績評定で評価できるか確認。（※） 

もし、評価できない場合は、受注者にその旨を伝える。※受注者に再協議を求める必要は無い。 

       

提案内容を実施 

 ※実施状況写真などを忘れないこと 

   

 

 

   

       

工事が完成する前に「実施状況報告書」を提出 

（記入例②） 

  （創意工夫の評定者である）総括（主任）監督員は、 

「実施状況報告書」をもとに、１提案以上の履行が確認されたら、その内容を「施工関係」「品質関係」

「安全衛生関係」に分類し、「創意工夫」の「その他」のそれぞれの評定項目を評価する。          

（記入例③） 

 

 

（※） 評価対象（Ｒ８／４時点） （次の全ての条件を満たす提案について、工事施行成績評定で加点対象とする。） 

評価対象 注意事項 

① 工事現場内で行う取組（工場等での製作を主とする工事の場合は、工場等での取組も対象とする。） 本社等で一括導入されているシステムの利用など、現場独自の創意工夫が

無いものは対象外 

② 施工関係、品質関係、安全衛生関係に該当する次のいずれかの取組 

・出来形管理や品質管理、施工方法等において業務の効率化を図る取組 

・土工、コンクリート打設、仕上げ工事や設備工事の施工精度等において、工事目的物の品質を向

上させる取組 

・ＡＩカメラによる人の接近検知などの施工中の安全性を向上させる取組や熱中症対策等、作業員

の健康管理に関する取組 

総合評価落札方式の技術提案で既に加点対象となったものは対象外 

 

 

③ 発注者が費用を計上していない取組  

④ 工事現場としての実施が確認できる取組 写真等により施工実績の確認ができないものは対象外 

⑤ 工事目的物の性能や耐久性等に影響しない取組 工事現場の安全度低下の恐れがある場合や工事目的物の性能確保（強度、

長期の耐久性等）が確認できない場合は対象外 
 



記入例① 

 
 

ＡＩ活用試行工事 計画書 
   

  

工事番号 

 受注者名  

    

 工事名    
   

 ＜計画＞  

 取組内容及び期待される効果（最大３件まで (※) ）  

 （１件目）  

  

掘削作業において、バックホウ等の重機に AI 人体検知カメラ及びスピーカーを設置する。

AI が重機の死角に立ち入った作業員や障害物をリアルタイムで識別し、運転席のモニター

表示と警報音で操縦者及び接近者に即座に警告を行う。 

 

 

 

 

 
 

 

 （２件目）  

  

鉄筋工事の配筋検査において、AI 画像解析技術を用いた配筋自動判定システムを活用する。

スマートフォン等で撮影した画像から、AI が鉄筋の本数、間隔、かぶり厚を自動計測し、設

計図書との整合性をリアルタイムで判定する。 

 

 
 

 

 （３件目）  

  

仕上げ工事（外壁タイル貼り等）の検査において、AI 画像診断技術を活用する。高精細カメ

ラで撮影した仕上げ面の画像を AI が解析し、タイルの浮きやクラック、色むら等の施工不

良箇所を自動抽出するとともに、その位置情報を図面と紐づけて施工記録を自動作成する。

 

 

 

   

 (※)工事施行成績評定での評価は、実施された取組を「施工関係」「品質関係」「安全衛生 

関係」の項目に分類し、各項目で実施した場合は、それぞれの項目で加点する。 

（※各項目での複数評価はしない。） 

 

   

 ・受注者は、この計画書を施工計画書に添付し、工事監督員に提出してください。 

 

 

 

 

 記入例② 

 

   

 工事特性･創意工夫･社会性等に関する実施状況報告書  

   

 工事名  ／  

 項目 工事特性・創意工夫・社会性等 （いずれかに○） 評価内容   

 提案内容 「ＡＩ活用試行工事」の取組  

 （説明）  

  

１ 掘削作業において、バックホウ等の重機に AI 人体検知カメラ及びスピーカーを設置す

る。AI が重機の死角に立ち入った作業員や障害物をリアルタイムで識別し、運転席のモニタ

ー表示と警報音で操縦者及び接近者に即座に警告を行う。 

 

 

 

 

 

 

 （添付図・写真等）  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※１ 説明資料は、簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。 

※２ 工事特性については、都市部等や厳しい自然条件への対応状況がわかる資料を添付すること。また、

創意工夫及び社会性等については、その目的や効果がわかる資料を添付すること。 

 

   

 

写真 

カメラ、スピーカー 

写真 



記入例③ 

 

 

 


